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Continuous Acquisition and Life-cycle Support / Electronic Commerce
継続的な 調達と ライフサイクルの 支援 ／ 電子商取引

国交省では、公共事業支援統合情報システム

もともと８０年代、米国国防総省から始まった概念、用語

’８５ Computer Aided Logistics Support
当時の常套句

戦闘機に関する技術マニュアルを印刷すると、戦闘機より紙媒体が重い

CALS/ECとは？



組織間、事業段階間で公共事業に関する情報の交換、共有、連携を図り、建
設費の縮減、品質の確保・向上、事業執行の効率化等を目指すもの。

（建設CALS整備基本構想より）



米国立標準技術研究所の調査報告(2004年8月）

米国施設建築産業における不適切な相互運用性のコスト分析

産業規模：3740億ドル/年

相互運用性コスト：158億ドル/年

調査の対象：

米国内の大規模商業施設、研究施設、工業施設、プラント等（住宅を除く）

設計・施工・維持管理全体を含む

70機関150名へのヒアリング

http://fire.nist.gov/bfrlpubs/build04/PDF/b04022.pdf

情報交換・共有の欠如・阻害が

建設生産システムのコスト高の一因



15,824.09,093.34,072.42,658.3計

10,648.09,027.2898.0722.8発注者・所有者

2,204.6-1,762.2442.4専門建設業等

1,801.650.41,265.3485.9総合建設業

1,169.815.7147.01,007.2設計業

計維持管理施工計画・設計
フェーズ

関係者

米国施設建築産業における不適切な相互運用性のコスト分析

情報交換・共有によるメリット 67％は発注者利益

57％は維持管理段階

発注者（＝施設管理者）の積極的施策展開が国民の利益に。



電子調達

電子納品

情報共有

そのために・・・ 取り組んできたこと

ツールは整ってきた → 普及・活用の段階へ

・電子入札は都道府県レベルでは、ほぼ実施
→市町村レベルの普及へ
・統合ＰＰＩ→入札情報の一元的検索が可能に
・説明書の電子的提供も開始

・基準は、実情に応じて見直し→H21.1適用
・２次元CADは、開発完了→各ソフトが実装へ

・ブラウザ等データ交換を支援する環境が整備

・実証実験の実施、機能の充実 → Rev.2.0 へ
・帳票類のxml化 → 業務改善

・ＡＳＰ事業も普及中



完成図から管理図作成
維持管理基盤データの作成効率化

完成平面図
（ＣＡＤデータ）

基盤データ
（GISデータ）

迅速な更
新

・完成図（維持・修繕工事を含む）は工事完了後の形状が反映され、工事完成後の測
量は最小限になる。
・完成図ＣＡＤデータから更新情報を迅速にＧＩＳデータへ反映する。

出典：国土交通省CALS/EC推進本部作業部会公表資料

できるようになってきたこと 例えば、



３次元データの交換・流通
設計業務や工事施工管理の高度化

設計情報入力プログラム

設計仕様法面形状幅員構成横断勾配縦断線形
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開始点追加距離： 0 開始点X座標： -125341.7276 開始点Y座標： 26176.4734

26190.3926

26195.6369

26185.2463 反時計回り -125208.9399 26191.8399
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 曲線始点
 座標BC

 曲線終点
 座標EC

 直線

 緩和曲線Ａ
 緩和曲線Ａ

 直線

 曲線半径Ｒ

標準化された形式
（ＸＭＬ）で納品

標準化された
３次元データで納品

・線形情報を次の段階の設計者へ貸与し、再入力なく線形を図面で表示できる。
・測量では中心線、法肩、建物輪郭等の高さ情報を取得し、ＣＧでの説明資料作成に
利用する。
・３次元データを２次元形式に変換することなく電子納品ができる。

出典：国土交通省CALS/EC推進本部作業部会公表資料



地質・土質調査成果の電子的提供

http://www.kunijiban.pwri.go.jp/



ＣＡＤ（Ｐ２１）のプロダクトデータ化を目指し国際標準機関との連携を図る全フェーズH

全フェーズにおける円滑な情報流通のための必要な交換標準を整える全フェーズG

全フェーズでのデータ利便性向上のための情報流通環境を構築する全フェーズF

完成図から管理図作成を可能にし、維持管理基盤データの作成効率化を図る維持管理E

工事施工中の情報共有・連携・交換により多重入力の撤廃など作業効率化を図る施工D

ＣＡＤデータによる数量計算を可能にし数量総括表の自動化など効率化を図る設計・施工C

３次元データを使い流通させることで設計業務や工事施工管理を高度化する設計・施工B

調達に関する手続きを全て効率的にインターネット上で可能とする調達A

目標名（AP2005に関連する目標）フェーズNo

建設生産性向上に必要な標準の整備と、普及・促進支援策を構築する全フェーズI

目標名（建設生産システムにおける生産性向上に係る目標）フェーズNo

AP2008(仮称)案

出典：国土交通省CALS/EC推進本部作業部会公表資料

新アクションプログラムの策定
～生産性の向上へ



（出典）「建設業ハンドブック2007」（社団法人 日本土木工業協会）：生産性と技術開発

日本における労働生産性の推移

出典：国土交通省CALS/EC推進本部作業部会公表資料に加筆

建設業は右下がり
～構造的な問題が・・・

その背景は、



CALSでの改善の方向性

調査者

管理者

施工者

設計者

発注担当課

管理上の問題点と課題を指摘し、次の改修
計画に反映できる対策を決める。

運用上の情報を利用者に提供できる。

設計内容の変更が生じても、
リアルタイムに構造解析や性能を確認できる。

意思決定早くできる。

無駄が省ける。

繰り返しの間違いが生じない。

現場で必要な調
査 結果を短時間で

提供。

設計変更が生じても短時間に構造解析を行
うことができる。

発注者、施工者共リアルタイムで相談し、
迅速に意思決定できる。

現場に問題あれば、即座に
発注者相談でき、意思決定で

きる。

情報共有環境

施工効率を向上させる設計を実施。
（プレファブ化、機械化、大型化）

設計内容に応じた調査の実施

既存データを使用しての調査の最適化

維持管理を考慮した設
計、施工の提案

施工性、維持管理コストを考慮して、
最適設計を実施。（単独最適から全体最適へ）



●問題認識の明確化（工期が１日延びる損失を相互に認識）
●発注者と受注者の情報共有（連携強化、意図の明確化）

期待される効果
国民

発注者 受注者

●発注者の業務能率向上 ●工期短縮によるコスト縮減
●企業の経営率向上

●経済効果（早期インフラの完成、地域の利益向上）
●国民満足度の向上

●施工品質の向上

●発注者、受注者の意識改革
●経験や技術力の伝承

三者会議、ワンデーレスポンスの取り組み

パッケージとして、
「公共工事総合プロセス支援システム」の取り組みに



そのために、情報共有システムの活用

・受発注者間でリアルタイムに情報を共有

・日常業務（発議、承認）の中でデータを登録し、一元管理

・施工中に登録したデータを有効活用して電子納品成果物を作成

受注者 発注者

インターネット

データベース

通知

発議

閲覧

承認

閲覧

通知

電子納品作成依頼

送付

移動時間の短縮

電子納品の効率化

文書管理の効率化

ＡＳＰによるサービスも各社が展開 → 採用のハードルも低く

メリット１

メリット３

メリット２



計画・調査ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

３次元測量・地質調査

合意形成

市街地

送電線

河川

河川
国道

県道

３次元設計
自動構造計算・自動積算

ＣＡＤデータ 数量総括表自動転記

数量総括表

３次元データに
よる技術提案

電子契約システム
（工事・業務）

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

受注者 発注者

契約書

署名署名

データ申請

３次元データやＩＣタグを用
いた維持管理

災害支援

３次元データやＩＣタグを用
いた監督・検査

予算要求・各種調査
データの自動取得

将来の建設生産システムイメージ

３次元情報を用いた情報
化施工・無人化施工

３次元データを主体とした
データ流通・利活用・プロセス

出典：国土交通省出典：国土交通省CALS/ECCALS/EC推進本部作業部会公表資料推進本部作業部会公表資料に加筆に加筆



３次元の取り組み

敷居は高いが、使えば、便利

物事をわかりやすくすることが、
３次元の取り組みの本質

設計がわかりやすくなる
施工がわかりやすくなる
合意形成がしやすくなる

（ＶＲ、ＣＧとの連携）



相互に影響する構造物間のトータルデザインへの3D-CADの適用に関する実証的研究 （ＪＡＣＩＣ助成研究、熊本大

学大学院 小林教授）

・構造物の干渉チェック
例えば、基礎と地下構造物

設計がわかりやすくなる



バス クレーン

車椅子

物は出来たとして、通れるのか → ウォークスルー機能

色々な観点で見ることができる。

設計がわかりやすくなる



施工がわかりやすくなる

施工時の干渉のチェック

クレーンと架線 掘削機と橋梁

相互に影響する構造物間のトータルデザインへの3D-CADの適用に関する実証的研究 （ＪＡＣＩＣ助成研究、熊本大

学大学院 小林教授）



レベル1：画面（紙）上で図面表示が正確に再現でき

るレベル

レベル２：建設業界の電子納品で用いる

２次元図面データの交換を可能にするレベル

レベル３：レベル４の仕様策定過程で必要とされる幾

何部分の仕様

レベル４：GIS・統合DB等との連携、自動数量拾いな
ど、CADと関連ソフト間のデータ交換基盤を提供

実現

３次元データの流通に向けて
ＣＡＤデータ交換からプロダクトモデルへ

2500

・直線
・矢印
・テキスト
のグループ

2500 直線寸法線

2500

四角（窓）と
いう形状の
横幅

寸法

窓を構成する一要
素としての寸法（そ
の他、材料などの情
報）



CALS/EC MESSE 2009
CALS/ECの

最新展示会

シンポジウム

セミナー
参加費
無料10,000人見込み来場者数

60社見込み出展社数

東京・有明TFTホール会 場

平成21年1月22日（木）、23日（金）会 期

国土交通省（予定）後 援

JACIC、SCOPE主 催

http://www.cals.jacic.or.jp/event/messe/


